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2018 年 11 月～12 月において和歌山大学附属











































第 1 時 導入 
第 2 時 3 段攻撃を決めるには？ 
第 3 時 3 段攻撃を決めるには？  
第 4 時 2 段攻撃を決めよう 
第 5 時 2 段攻撃を決めよう、パスドリルの
導入（円陣パスの回数を数えるゲーム） 
第 6 時 2 段攻撃から 3 段攻撃へ 












られたためである。表 1 には第 3 時から第 7
時までのゲーム中における 2 段攻撃、3 段攻
撃といった連携攻撃の発生数を示す。ゲーム
は 3 分×4 セット×3 コートで行われた。 
 
表 1 第 3 時から 7 時までの連係攻撃発生数 
 3 時 4 時 5 時 6 時 7 時 
2 段攻撃 6 42 28 52 78 







が向上している。最終的には 3 段攻撃が 30
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